
 

 

［成果情報名］イチゴ果実への光合成産物の転流動態や果実シンク活性に及ぼす果房内着果順位の影響 

［要約］ポジトロンイメージング技術を応用し、イチゴの光合成産物の転流動態を非破壊で可視化・定

量化した。果房直下葉からの転流速度や転流量は第2果が第1、第3果より大で、シンク活性は第2

果が大きく、第1と第3果が同等となり、転流動態やシンク活性は果房内着果順位によって異なる。 
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［背景・ねらい］ 

イチゴ生産において、光合成産物の転流は収量や品質を左右する重要な生理反応であり、これに基

づく環境調節技術や栽培管理技術（摘果、摘葉等）を開発することで、転流促進や果実間の糖分配の

最適化による高品質安定多収生産が期待される。しかし、計測の困難性によりイチゴでの計測事例は

少なく、メカニズムの解明には至っていない。量子科学技術研究開発機構（量研機構）が開発したポ

ジトロンイメージング装置（Positron Emitting Tracer Imaging System、PETIS）の利用によって果

菜類の光合成産物の転流を非破壊かつ時空間連続的に可視化・定量化する技術が、ナスを供試した研

究成果として報告されている（菊池、2011年研究成果情報）。 

そこで、本技術をナスとは着果形態（果数、分枝構造）が異なり各果実への糖転流が品質（糖度）

の面から重要であるイチゴに応用することで、果房内着果順位の異なる果実間における光合成産物の

転流動態やシンク活性の差異を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．PETISによる光合成産物 11Cの可視化・定量化の結果（図1）、果房直下葉から果実への光合成産

物の転流は、着果順位によって到達までの時間が異なるが、最も速い果実で約1時間後に到達し始

める（図2）。 

２．PETIS画像で転流が確認された果実への関心領域の設定による解析の結果（図3A）、果房直下葉

から果実への 11C転流量は第2果（白熟期）、第1果（着色期）、第3果（緑熟期）の順となり、

果房内の着果順位によって転流量が異なる（図3B）。 

３．果実への 11C転流量の値を各果実の乾物重で除して算出する 11C転流活性は、第2果で最も高くな

り、第1果と第3果では同等となっている。このことから、果房内の着果順位によって光合成産物

に対するシンク活性が異なることがわかる（図3C）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．イチゴ栽培における摘果等の栽培管理や環境制御のための基礎的知見となる。 

２．（国研）農研機構九州沖縄農業研究センター内の太陽光利用型植物工場において、一季成り性品

種「福岡S6号」（あまおう）を9月中旬に15cmポリポットに定植して栽培し、開花結実したイチ

ゴ株を（国研）量子科学技術研究開発機構高崎量子応用研究所に持ち込んで実験を行った。 

３．11CO2を投与する葉位、果数、果実生育ステージや品種によって転流量や転流先が変わる可能性が

ある。 

 

 

 

 

 

 



 

 

［具体的データ］ 
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図 3 果実への 11Cの転流量および 11C転流活性の経時変化 

A：転流画像における関心領域の設定箇所、B：11C転流量（11C放射活性）の経時変化（果実あたり）、 

C：11C転流活性の経時変化（果実あたりの転流量 / 果実の乾物重から算出）。 

図1 PETISによる転流計測の様子 

図2 11CO2投与後20分毎の果実への光合成産物の転流画像 

A：PETIS撮像視野に設置した果実（第1果：着色期×1個、第2果：白熟期×2個、第3果：緑熟期×3個）、 

B：果房直下葉への 11CO2投与後180分間のイチゴ果実への 11C光合成産物の転流画像（20分間隔）。 

PETISによる転流計測はグロースチャンバ内で実施し、葉面上の光強度

を500μmol m-2 s-1、気温を20℃、相対湿度を60%、CO2濃度を380ppmに

調節した。アクリルチャンバに設置した果房直下葉に約200MBqの 11CO2

を投与し、ガンマ線検出器の撮像視野（縦19cm×横12cm）に設置した無

摘果の果実（図2A）への光合成産物 11Cの転流を180分間撮像した。 

PETISは非破壊での転流計測を可能とするため、同一個体を用いた複数

回の転流計測実験が可能である。また、11Cの半減期は20.39分であるが

減衰補正を行っているため、適正な検出レベルでの転流画像が得られる。 


